
私の授業実践 ～教育現場の最前線から～

筆
者
は
５
年
前
に
大
手
Ｉ
Ｔ
企
業
か
ら
大
学
に
転
じ
、
現
在
は

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
工
学
を
専
門
に
シ
ス
テ
ム
開
発
設
計
技
法
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
演
習
な
ど
の
授
業
を
担
当
し
て
い
る
。
情
報
学
部
の

多
く
の
学
生
は
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
へ
の
就
職
を
目
指
し
て
お
り
、
授

業
で
は
彼
ら
の
将
来
に
役
立
つ
技
術
ス
キ
ル
に
加
え
、
論
理
的
思

考
力
や
問
題
解
決
能
力
を
養
う
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

近
年
、 〝
生
成
Ａ
Ｉ
〟
や
〝
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ビ
ス
〟、〝
ド
メ
イ
ン

駆
動
設
計
〟と
い
っ
た
新
し
い
技
術
が
、
シ
ス
テ
ム
開
発
や
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
分
野
で
注
目
を
集
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
技
術
は
、
私

の
授
業
設
計
で
も
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
学
生
が
将
来
の
職
場
で

こ
れ
ら
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。
実
際
、
情
報
処

理
技
術
者
試
験
の
最
新
改
訂
で
も
、
こ
れ
ら
の
技
術
が
出
題
範
囲

に
追
加
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
新
し
い
技
術
を
ど
の
よ
う
に
授
業
に
取
り
入
れ
て
い

る
か
を
紹
介
す
る
。
ま
ず
、
シ
ス
テ
ム
設
計
や
開
発
技
法
に
関
す
る

講
義
の
準
備
に
あ
た
り
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
工
学
に
関
す
る
書
籍
を
多

数
調
査
し
た
。
し
か
し
、
多
く
の
書
籍
は
、
開
発
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

や
開
発
プ
ロ
セ
ス
、
Ｕ
Ｍ
Ｌ
記
法
、
テ
ス
ト
技
法
と
い
っ
た
伝
統
的

な
技
法
に
焦
点
を
当
て
て
お
り
、
最
新
技
術
の
紹
介
は
、
オ
ブ
ジ
ェ

ク
ト
指
向
設
計
や
ア
ジ
ャ
イ
ル
開
発
に
留
ま
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

私
の
授
業
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
指
向
設
計
、
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ビ
ス
、
ド

メ
イ
ン
駆
動
設
計
と
い
っ
た
最
新
の
技
法
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
的

背
景
や
適
用
範
囲
も
併
せ
て
解
説
し
て
い
る
。
特
に
、
モ
ダ
ン
Ｗ
ｅ

ｂ
開
発
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
シ
ス
テ
ム
開
発
の
主
流
に
な
り
つ
つ

あ
る
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
適
切
な
使
い
分
け
に
つ
い
て
も
詳

細
に
取
り
扱
っ
て
い
る
。
ま
た
、日
本
の
Ｉ
Ｔ
業
界
が
Ｄ
Ｘ
や
ア
ジ
ャ

イ
ル
開
発
に
苦
戦
し
て
い
る
背
景
や
、
特
有
の
開
発
組
織
形
態
に
つ

い
て
も
議
論
し
、
現
代
の
Ｉ
Ｔ
開
発
が
直
面
し
て
い
る
課
題
を
学
生

に
考
え
さ
せ
る
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

次
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
教
育
で
は
、
初
級
・
中
級
レ
ベ
ル
の
授
業

で
はPython

を
、
上
級
レ
ベ
ル
の
演
習
で
は
Ｃ+

+

の
よ
う
な

静
的
型
付
け
言
語
を
採
用
し
て
い
る
。Python

の
動
的
型
付
け

の
特
性
は
、
迅
速
な
プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ
に
適
し
て
い
る
一
方
で
、

先
端
I
T
技
術
を

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
工
学
授
業
に

佐
藤 

孝
司

文
教
大
学
情
報
学
部
情
報
社
会
学
科
講
師
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私の授業実践 ～教育現場の最前線から～

大
規
模
で
複
雑
な
シ
ス
テ
ム
開
発
に
は
不
向
き
で
あ
る
た
め
、
Ｃ

+
+

の
演
習
で
堅
牢
で
効
率
的
な
コ
ー
ド
設
計
を
扱
っ
て
い
る
。

従
来
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
教
育
で
は
、
ク
イ
ッ
ク
ソ
ー
ト
や
数
学
的
問

題
の
解
法
と
い
っ
た
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
や
デ
ー
タ
構
造
解
析
の
演
習

が
重
要
視
さ
れ
て
き
た
が
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
進
展
に
よ
り
、
こ
れ
ら

の
タ
ス
ク
は
生
成
Ａ
Ｉ
が
一
部
代
替
可
能
な
時
代
に
な
っ
て
い
る
。

現
場
で
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
や
ラ
イ
ブ
ラ
リ
を
効

果
的
に
活
用
し
、
よ
り
複
雑
で
創
造
的
な
問
題
解
決
に
取
り
組
む

能
力
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
演
習
で
は
生
成
Ａ
Ｉ

を
補
助
ツ
ー
ル
と
し
て
利
用
し
、
学
生
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ゲ
ー
ム

開
発
を
通
じ
て
Ａ
Ｉ
に
よ
る
コ
ー
ド
生
成
と
応
用
力
を
体
験
す
る

機
会
を
設
け
て
い
る
。
こ
の
過
程
で
、
学
生
は
生
成
さ
れ
た
コ
ー

ド
を
理
解
し
、
最
適
化
す
る
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。

ゲ
ー
ム
開
発
を
ゼ
ロ
か
ら
行
う
に
は
高
度
な
ス
キ
ル
と
時
間
を

要
す
る
た
め
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
、
学
生
が
考
案
し
た
ゲ
ー
ム

の
実
装
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
生
成
Ａ
Ｉ
の
出
力
は
補
助
的
な

も
の
で
あ
り
、
学
生
は
そ
れ
を
理
解
し
、
必
要
に
応
じ
て
調
整
す

る
こ
と
で
完
成
さ
せ
る
。
Ａ
Ｉ
が
作
成
し
た
コ
ー
ド
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
を
読
み
解
き
、
改
善
す
る
力
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
シ
ス
テ

ム
開
発
は
依
然
と
し
て
人
間
の
ス
キ
ル
に
依
存
し
て
い
る
。
今
後
、

生
成
Ａ
Ｉ
が
進
化
す
る
に
つ
れ
、
他
者
や
Ａ
Ｉ
が
作
成
し
た
コ
ー

ド
を
理
解
し
、
さ
ら
に
高
度
な
ス
キ
ル
で
そ
れ
を
活
用
す
る
能
力

が
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

演
習
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
学
生
の
62%

が
「
と
て
も
役
に

立
っ
た
」
ま
た
は
「
ま
あ
ま
あ
役
に
立
っ
た
」
と
回
答
し
て
お
り
、

特
に
、
コ
ー
ド
サ
ン
プ
ル
の
取
得
や
文
法
確
認
、
エ
ラ
ー
調
査
な

ど
の
目
的
で
生
成
Ａ
Ｉ
を
利
用
す
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。
す
べ

て
の
グ
ル
ー
プ
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
か
ら

も
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
効
果
を
実

感
し
て
い
る
。

今
後
、
シ
ス
テ
ム
開
発

環
境
は
生
成
Ａ
Ｉ
や
モ
ダ
ン

Ｗ
ｅ
ｂ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
進
化
に
よ
り
、
さ
ら
に
複

雑
化
す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

よ
り
高
度
な
技
術
を
駆
使
で

き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
、

今
後
の
Ｉ
Ｔ
業
界
の
発
展
に

寄
与
す
る
と
確
信
し
て
い
る
。

演習後のアンケート結果
「生成AIの利用目的は？」「生成AIは役に立ったか？」
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は
じ
め
に

明
治
学
院
大
学
は
、
こ
れ
ま
で
文
系
の
総
合
大
学
と
し
て
教
育

に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
に
、
時
流
を
見
極
め
て
新
た
に
「
情

報
数
理
学
部
」
を
２
０
２
４
年
４
月
に
開
設
し
た
。
そ
の
学
部
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
「
情
報
と
数
理
の
力
で
、
人
が
主
役
の
Ａ

Ｉ
社
会
を
創
る
。」
と
決
め
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
Ａ
Ｉ
と
と
も
に

将
来
有
望
な
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
先
端
テ
ー
マ
と
見
据
え
、
新

設
学
部
と
し
て
ゼ
ロ
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
計
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
教
育
を
推
進
す
る
教
員
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
利

点
を
フ
ル
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
人
々

へ
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
く
な
る
中
、
Ａ
Ｉ
と
社
会
の
関
係

を
含
め
た
融
合
領
域
の
開
拓
を
目
指
し
、
本
学
の
社
会
科
学
系
学

部
と
情
報
数
理
学
部
が
有
機
的
に
連
携
し
て
先
端
的
研
究
活
動
を

行
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
導
入
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
宜

を
得
た
新
設
学
部
と
文
理
連
携
推
進
に
つ
い
て
述
べ
る
。※

文
系
大
学
が
理
系
学
部
を
新
設
す
る
と
い
う
こ
と

1本
学
で
は
、
以
前
か
ら
理
系
の
部
局
を
作
る
と
い
う
こ
と
は
何

度
も
議
論
さ
れ
て
き
た
。
今
回
の
情
報
数
理
学
部
の
設
置
は
、
今

こ
の
原
稿
の
執
筆
時
点
に
お
い
て
考
え
る
と
、
現
在
の
生
成
Ａ
Ｉ

の
普
及
と
さ
ら
な
る
発
展
や
、
２
０
２
４
年
の
ノ
ー
ベ
ル
化
学

賞
・
物
理
学
賞
が
Ａ
Ｉ
を
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
に
導
入
し
て
得
ら
れ

た
業
績
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
、
本
当
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
と
再
度
認
識
し
て
い
る
。

理
系
学
部
の
中
で
も
、
な
ぜ
情
報
系
学
部
を
目
指
し
た
の
だ
ろ

う
か
。
文
系
大
学
で
理
系
の
教
育
研
究
基
盤
が
な
い
状
況
で
新
規

理
系
学
部
を
作
る
場
合
、
大
規
模
な
施
設
と
設
備
を
要
す
る
領
域

や
、
累
々
と
築
い
た
研
究
基
盤
を
要
す
る
領
域
は
適
さ
な
い
。
私

立
大
学
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
に
自
ら
の
教
育
理
念
が
あ
る
が
、
本

文
系
大
学
で
の
新
情
報
系
学
部
設
置
と
文
理
融
合

―
Ａ
Ｉ
・
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
先
端
教
育
―

明
治
学
院
大
学
情
報
数
理
学
部

　・
　今
井 

浩 

﹇
情
報
数
理
学
部
長
﹈

明日への試み
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学
で
は “D

o for O
thers

（
他
者
へ
の
貢
献
）”

を
教
育
理
念
に

掲
げ
て
お
り
、
理
系
学
部
で
も
人
々
そ
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
学

部
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
た

考
察
か
ら
、
情
報
系
し
か
な
い
と
判
断
さ
れ
た
。

そ
の
際
、
今
後
の
情
報
は
、
人
間
・
社
会
と
も
つ
な
が
り
、
文

系
学
問
の
蓄
積
が
非
常
に
重
要
な
時
代
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
認

識
も
共
有
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
ス
タ
イ
ル
の
情
報
系
学
部
を
新

設
・
独
自
学
部
と
す
る
こ
と
が
肝
要
で
、
一
方
で
そ
の
情
報
系
学

部
が
既
存
の
文
系
学
部
と
有
機
的
に
連
携
す
る
と
い
う
モ
デ
ル
を

構
築
し
て
、
大
学
全
体
と
し
て
の
知
の
発
信
を
増
幅
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
と
計
画
さ
れ
た
。

独
立
し
た
新
理
系
学
部
を
創
設
し
た
上
で
文
系
学
部
と
文
理
連

携
す
る
と
い
う
考
え
に
対
し
て
、
文
系
学
部
の
中
の
情
報
教
育
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
拡
大
し
て
「
文
系
分
野
＋
情
報
」
と
い
う

学
部
を
作
る
と
い
う
案
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
組
織
が
縦
割
り
に
な
り
が
ち
な
文
化
の
下
で
は
、
最
初
は
融

合
し
て
い
た
も
の
が
旧
来
の
も
の
に
取
り
込
ま
れ
た
事
例
が
多
い

と
い
う
点
も
経
験
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

文
部
科
学
省
で
は
、
大
学
・
高
専
機
能
強
化
支
援
事
業
を
推
進

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
本
学
の
取
り
組
み
は
そ
の
公
募
よ
り
も
前

か
ら
行
っ
て
お
り
、
成
長
分
野
の
情
報
・
Ａ
Ｉ
に
そ
の
分
早
く
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
た
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
情
報
系
シ
ラ
バ
ス
の
設
計

2学
内
に
他
の
理
系
学
部
が
な
い
中
、
新
設
の
情
報
数
理
学
部
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
ゼ
ロ
か
ら
議
論
し
て
構
築
す
る
こ
と
は
、
新
鮮

で
大
変
意
義
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

話
が
昔
の
こ
と
に
そ
れ
る
が
、
情
報
系
の
学
科
が
日
本
で
設
置

さ
れ
始
め
た
１
９
７
０
年
代
、「
情
報
科
学
科
」「
情
報
工
学
科
」
な

ど
の
典
型
的
な
、
そ
れ
ま
で
な
か
っ
た
名
前
の
学
科
が
、
各
大
学
か

ら
当
時
の
文
部
省
に
申
請
さ
れ
て
設
置
さ
れ
た
。
当
時
、
こ
れ
ら
新

し
い
学
問
分
野
に
対
し
て
統
一
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
設
計
さ
れ
た

か
ど
う
か
は
、
筆
者
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
ア
メ
リ
カ
で
は
１

９
６
８
年
に
一
斉
に
こ
れ
ら
学
科
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
１
９
４
７
年

に
発
足
し
た
米
国
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
学
会
（
Ａ
Ｃ
Ｍ
）
は
１
９
６
０
年

代
か
ら
情
報
科
学
の
標
準
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
策
定
し
て
い
る
。
日
本

に
お
い
て
は
、
近
年
、
情
報
処
理
学
会
が
標
準
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
Ｊ
07
、

Ｊ
17
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
規
分
野
の
量
子
技
術
に
つ
い
て
、

文
部
科
学
省
「
光
・
量
子
飛
躍
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｑ-
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学
で
は “D

o for O
thers

（
他
者
へ
の
貢
献
）”

を
教
育
理
念
に

掲
げ
て
お
り
、
理
系
学
部
で
も
人
々
そ
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
学
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踏
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え
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。
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情
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文

系
学
問
の
蓄
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非
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い
う
認
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独
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携
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築
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独
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＋
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縦
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融
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取
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取
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。
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９
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０
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代
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ど
の
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的
な
、
そ
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で
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の
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が
、
各
大
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当
時
の
文
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に
申
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て
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た
。
当
時
、
こ
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ら
新

し
い
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に
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的
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が
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さ
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ど
う
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は
、
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は
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に
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知
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な
い
。
ア
メ
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カ
で
は
１

９
６
８
年
に
一
斉
に
こ
れ
ら
学
科
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
１
９
４
７
年

に
発
足
し
た
米
国
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
学
会
（
Ａ
Ｃ
Ｍ
）
は
１
９
６
０
年

代
か
ら
情
報
科
学
の
標
準
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
策
定
し
て
い
る
。
日
本

に
お
い
て
は
、
近
年
、
情
報
処
理
学
会
が
標
準
カ
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ム
Ｊ
07
、
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17
を
示
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る
。
ま
た
、
新
規
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の
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に
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Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｐ
）」
で
量
子
技
術
高
等
教
育
拠
点

標
準
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
開
発
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
大
学
学
部
・
学
科
単
位
で
の
実
施
は

ま
だ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
学
で
は
、
文
系
大
学
に
情
報
数
理
学

部
を
設
置
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
文
系
の

人
・
社
会
に
対
す
る
言
語
・
論
理
に
対
し

て
、
数
学
と
い
う
自
然
科
学
・
科
学
技
術

を
理
解
す
る
言
語
・
論
理
を
大
切
に
す
る

こ
と
か
ら
、
１
年
次
か
ら
４
年
次
ま
で
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
検
討
し
、［
図
１
］
の
よ

う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
を
策
定
し
た
。

３
つ
の
コ
ー
ス
：
量
子
／
Ａ
Ｉ
／

シ
ス
テ
ム
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

3カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ツ
リ
ー
に
も
あ
る
が
、

コ
ー
ス
説
明
と
と
も
に
３
、
４
年
次
に
設

定
し
て
い
る
３
コ
ー
ス
を
［
図
２
］
に
示

し
て
い
る
。

「
数
理
・
量
子
情
報
コ
ー
ス
」
で
は
、
数

［図1］情報数理学部カリキュラムツリー
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明日への試み

学
を
自
然
科
学
の
た
め
の
言
語
と
し
て
涵
養
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

未
来
社
会
で
の
重
要
な
量
子
情
報
を
数
理
面
か
ら
理
解
す
る
こ
と

を
行
っ
て
い
る
。
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
実
現
・
活
用
に
は
、
数

理
・
情
報
か
ら
物
理
な
ど
多
数
の
分
野
に
ま
た
が
る
協
業
が
必
要

な
と
こ
ろ
で
、
こ
の
数
理
・
量
子
情
報
コ
ー
ス
は
そ
れ
を
情
報
と

数
理
の
観
点
か
ら
極
め
、
量
子
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
創
る
人
材
の
創

出
を
目
指
す
学
部
４
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
践
と
な
っ
て
い

る
（
ゼ
ロ
か
ら
の
新
設
学
部
ゆ
え
に
実
現
で
き
る
こ
と
）。

「
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
」
は
、
最
も
社
会
に
近
い

コ
ー
ス
で
あ
る
。
３
年
次
のProject-Based Learning

（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）

に
お
い
て
も
広
く
社
会
と
の
接
点
と
問
題
解
決
に
取
り
組
む
科
目
も

設
定
し
て
お
り
、本
学
全
体
で
実
施
し
て
い
る
文
系
学
生
向
け
Ａ
Ｉ
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
コ
ー
ス
と
並
行
し
て
、
理
系
学
部
と
し
て
数

理
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
は
生
成
Ａ
Ｉ
の
未
来
を
議
論
す
る
こ
と
も
行
う
。
こ
の
部
分
に
お

け
る
産
学
連
携
に
よ
る
デ
ー
タ
利
用
と
、
実
務
家
教
員
に
よ
る
効
果

を
上
げ
る
教
育
実
施
を
現
在
検
討
し
て
い
る
。

「
情
報
シ
ス
テ
ム
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
コ
ー
ス
」
は
、
情
報
シ
ス
テ

ム
が
社
会
で
展
開
さ
れ
る
の
は
シ
ス
テ
ム
実
装
を
通
し
て
と
い
う
点

に
鑑
み
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
設
計
を
学
び
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

［図2］3コースの説明

か
ん
よ
う
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学
を
自
然
科
学
の
た
め
の
言
語
と
し
て
涵
養
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

未
来
社
会
で
の
重
要
な
量
子
情
報
を
数
理
面
か
ら
理
解
す
る
こ
と

を
行
っ
て
い
る
。
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
実
現
・
活
用
に
は
、
数

理
・
情
報
か
ら
物
理
な
ど
多
数
の
分
野
に
ま
た
が
る
協
業
が
必
要

な
と
こ
ろ
で
、
こ
の
数
理
・
量
子
情
報
コ
ー
ス
は
そ
れ
を
情
報
と

数
理
の
観
点
か
ら
極
め
、
量
子
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
創
る
人
材
の
創

出
を
目
指
す
学
部
４
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
践
と
な
っ
て
い

る
（
ゼ
ロ
か
ら
の
新
設
学
部
ゆ
え
に
実
現
で
き
る
こ
と
）。

「
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
」
は
、
最
も
社
会
に
近
い

コ
ー
ス
で
あ
る
。
３
年
次
のProject-Based Learning

（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）

に
お
い
て
も
広
く
社
会
と
の
接
点
と
問
題
解
決
に
取
り
組
む
科
目
も

設
定
し
て
お
り
、本
学
全
体
で
実
施
し
て
い
る
文
系
学
生
向
け
Ａ
Ｉ
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
コ
ー
ス
と
並
行
し
て
、
理
系
学
部
と
し
て
数

理
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
は
生
成
Ａ
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の
未
来
を
議
論
す
る
こ
と
も
行
う
。
こ
の
部
分
に
お

け
る
産
学
連
携
に
よ
る
デ
ー
タ
利
用
と
、
実
務
家
教
員
に
よ
る
効
果

を
上
げ
る
教
育
実
施
を
現
在
検
討
し
て
い
る
。

「
情
報
シ
ス
テ
ム
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
コ
ー
ス
」
は
、
情
報
シ
ス
テ

ム
が
社
会
で
展
開
さ
れ
る
の
は
シ
ス
テ
ム
実
装
を
通
し
て
と
い
う
点

に
鑑
み
、
コ
ン
ピ
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ー
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シ
ス
テ
ム
設
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を
学
び
、
セ
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ュ
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テ
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［図2］3コースの説明
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シ
ス
テ
ム
な
ど
の
社
会
情
報
イ
ン
フ
ラ
を
構
築
で
き
る
力
を
付
け

る
。
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
学
修
で
は
、
数
理
的
思
考
に
基
づ
く
高

次
の
モ
デ
リ
ン
グ
と
解
析
の
力
が
鍵
と
な
り
、
安
全
安
心
な
社
会
構

築
を
理
論
と
シ
ス
テ
ム
両
面
で
学
ん
で
い
く
。
３
年
次
Ｐ
Ｂ
Ｌ
で
の

実
験
・
実
装
や
、
情
報
数
理
学
部
で
新
規
導
入
す
る
先
端
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
バ
も
活
用
し
、
そ
し
て
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
な
ど
の
他

コ
ー
ス
と
も
連
携
し
て
社
会
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
て
て
い
く
。

こ
れ
ら
３
コ
ー
ス
に
共
通
す
る
視
点
と
し
て
、
学
部
４
年
間
で
履

修
す
る
こ
と
は
、
基
礎
を
し
っ
か
り
と
修
め
、
社
会
人
に
な
っ
て

か
ら
の
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
有
用
な
骨
太
な
数
理
的
思
考
と
情

報
の
理
論
・
シ
ス
テ
ム
へ
の
理
解
、
そ
し
て
自
ら
Ｉ
Ｔ
の
進
展
に

つ
い
て
い
け
る
力
を
養
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
１
年
次

で
数
理
基
礎
を
修
め
る
こ
と
な
ど
、
徹
底
し
て
行
う
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

大
学
全
体
で
文
理
連
携
を
推
進
す
る
枠
組
み

4新
た
な
理
系
学
部
と
し
て
情
報
数
理
学
部
を
独
立
し
て
ゼ
ロ
か

ら
設
置
し
、
情
報
数
理
を
専
門
と
す
る
学
生
の
創
出
を
目
指
す
と

と
も
に
、
人
文
学
・
社
会
科
学
の
分
野
に
お
け
る
本
学
の
宝
と
有

機
的
な
連
携
を
図
っ
て
、
文
理
の
両
面
か
ら
相
乗
効
果
を
出
し
て

い
く
こ
と
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
か
ら
は
、「
Ａ
Ｉ
と
法
律
」「
実
験
社
会
科
学
」「
知

的
財
産
権
と
そ
の
実
務
」
そ
の
他
の
多
数
の
社
会
と
情
報
に
関
す
る

講
義
を
３
、
４
年
次
と
進
ん
だ
段
階
で
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会

へ
展
開
す
る
情
報
数
理
を
ト
ー
タ
ル
に
学
修
で
き
る
。
実
際
、
Ａ
Ｉ

を
社
会
で
応
用
す
る
た
め
に
は
法
律
・
倫
理
な
ど
の
文
系
の
重
要
テ
ー

マ
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
で

も
全
く
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
最
初
に
述
べ
た
本
学
の
教
育
理
念
で

あ
る“D

o for O
thers”

の
実
践
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

大
学
全
体
で
文
理
連
携
す
る
枠
組
み
と
し
て
、
大
学
の
附
置
研

究
所
と
し
て
は
３
番
目
の
「
情
報
科
学
融
合
領
域
セ
ン
タ
ー
」
を

２
０
２
４
年
７
月
に
設
置
し
、
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。

［
図
３
］
に
そ
の
構
成
を
示
す
。
開
設
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
文
理

融
合
の
推
進
に
お
い
て
日
本
を
代
表
す
る
著
名
な
先
生
方
の
講
演
と

と
も
に
、
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
へ
の
参

画
を
呼
び
掛
け
、
現
在
ま
で
に
情
報
数
理
学
部
教
員
と
多
数
の
文
系

教
員
が
参
加
し
て
、「
集
合
知
」「
暗
号
と
情
報
社
会
」「
マ
ッ
チ
ン

グ
と
意
思
決
定
」「
感
情
と
顔
認
識
」「
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
心
理
」

な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
連
携
研
究
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
。
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情
報
科
学
融
合
領
域
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
よ
っ
て
、
既
に
学
外

か
ら
も
文
理
連
携
の
拠
点
の
一
つ
と
し
て
の
認
知
も
さ
れ
て
き
て

い
る
。
ま
た
、
学
内
に
お
い
て
も
、
学
生
に
こ
れ
ら
文
理
融
合
の

波
及
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
を
実
現
し
た
い
。

情
報
数
理
学
部
は
２
０
２
４
年
度
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ

ろ
で
、
２
０
２
７
年
度
末
で
初
め
て
の
卒
業
生
が
出
る
予
定
で
あ

る
。
そ
れ
ま
で
、
少
人
数
講
義
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
、
産
学
連
携
を
生
か
し

た
教
育
等
も
通
し
て
、
社
会
で
活
躍
す
る
情
報
数
理
に
長
け
た
人

材
を
創
出
す
る
こ
と
に
取
り
組
む
。
本
学
全
体
で
は
、
学
生
の
女

性
比
率
は
約
６
割
と
い
う
点
で
、
情
報
数
理
学
部
も
情
報
分
野
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
課
題
へ
貢
献
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

〈
注
〉

※
　 

学
部
構
想
・
設
置
に
は
、
当
時
の
学
長
、
学
長
特
別
補
佐
は
じ
め
教
員
の
方
々
が

関
わ
っ
て
推
進
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
情
報
数
理
学
部
の
Ｗ

ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

　
　 https://w

w
w

.m
eijigakuin.ac.jp/academ

ics/faculty/
m

athem
atical_inform

atics/

［図3］情報科学融合領域センターによる文理連携
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